
　

４
月
21
日
、「
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管

理
局
の
重
点
取
組
事
項
」
を
公
表
し
ま
し

た
。

　

公
表
に
あ
た
っ
て
の
記
者
発
表
で
は
、

遠
藤
順
也
四
国
森
林
管
理
局
長
か
ら
、「
四

国
森
林
管
理
局
は
、
四
国
４
県
の
約
19
万

ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
お
り
、
こ
の
国

有
林
に
お
い
て
公
益
的
機
能
の
発
揮
や
豊

か
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
確
立

や
、
森
林
・
林
業
の
担
い
手
の
育
成
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。」
と

挨
拶
し
、
具
体
的
な
取
組
内
容
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
３
次
元

活
用
や
針
広
混
交
林
化
、
花
粉
症
対
策
、

牧
野
富
太
郎
博
士
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

当
局
の
取
組
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま

し
た
。

　
「
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管
理
局
の
重
点

取
組
事
項
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
我
が
国
の
森
林
・

林
業
の
再
生
に
向
け
、
そ
の
組
織
・
人
材
・

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、後
述
す
る
「
新

し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組
の
推
進
や
、

民
有
林
へ
の
技
術
普
及
等
に
よ
る
、
森
林
・

林
業
政
策
全
体
の
推
進
を
通
じ
た
地
域
経

済
の
活
性
化
へ
の
貢
献
、
適
切
な
森
林
整

備
に
よ
る
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
、

国
民
の
森
林
と
し
て
の
国
有
林
の
管
理
経

営
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
１
】

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組 

　

伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支

の
プ
ラ
ス
転
換
を
可
能
と
す
る
「
新
し
い

林
業
」
の
実
現
に
向
け
て
、
再
造
林
の
省

力
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
た
め
、①
伐

採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、

②
下
刈
り
回
数
の
削
減
や
大
苗
の
導
入
、③

林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
、

④
ド
ロ
ー
ン
等
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
に
よ
る
収
穫
調
査
等
の
効
率
化
⑤
林

業
の
安
全
性
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、

有
効
的
な
手
法
に
つ
い
て
民
有
林
へ
の
普

及
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
２
】

森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
の

育
成
に
つ
い
て

　

将
来
の
森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
の
育

成
の
た
め
、
四
国
森
林
管
理
局
の
職
員
に

加
え
、
林
業
事
業
体
の
育
成
や
、
森
林
経

営
管
理
制
度
へ
の
対
応
等
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
市
町
村
林
業
担
当
者
を
対
象

と
し
た
、
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、
技
術

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年
度
は
、

各
署
等
で
12
回
の
現
地
検
討
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
国
森
林
管

理
局
職
員
の
研
修
を
活
用
し
た
「
市
町
村

林
業
担
当
者
実
務
研
修
」
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
知
県
立
林
業
大
学
校
、

と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
や
南
予
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
に
対
し
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
研
修
の
場
と
し
て
提
供
し
、
国
有

林
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
、
作
業
実
習

へ
の
協
力
等
に
よ
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
香
川
県
立
農
業
大
学
校
の
林

業
人
材
の
育
成
コ
ー
ス(

令
和
６
年
度
に

開
講
予
定)

に
対
し
て
も
、
講
師
の
派
遣
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
等
の
協
力
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
取
組
事
項
３
】

森
林
土
木
工
事
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

  

森
林
土
木
工
事
に
お
い
て
は
、
発
注
者
・

受
注
者
双
方
の
負
担
軽
減
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
受
発
注
者
間
の
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
な
ど
の
活
用
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
取
組
事
項
４
】

多
様
な
森
林
づ
く
り
の
推
進

  

国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
な
ど
、
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
複
層
林
や
針
広
混
交
林
へ
の

誘
導
な
ど
多
様
で
健
全
な
森
林
へ
の
誘
導

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
取
組
事
項
５
】
情
報
発
信
の
強
化

　

日
本
三
奇
橋
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
、「
祖
谷
（
い
や
）
の
か
ず
ら
橋
」
は
、

多
数
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
問
す
る
こ
と

か
ら
、「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
の
維
持
・
保

存
に
不
可
欠
な
架
替
資
材
の
「
シ
ラ
ク
チ

カ
ズ
ラ
」
の
安
定
供
給
に
向
け
た
国
有
林

の
取
組
を
紹
介
す
る
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
博
士

の
国
有
林
に
お
け
る
足
跡
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
博
士
が
当
時
の

高
知
営
林
局
職
員
（
四
国
森
林
管
理
局
の

前
身
組
織
）
に
対
し
て
行
っ
た
植
物
採
取

の
現
地
指
導
等
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
と
り

ま
と
め
、
公
表
し
ま
し
た
。
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「令和５年度四国森林管理局の
重点取組事項」を公表
「令和５年度四国森林管理局の
重点取組事項」を公表



　

４
月
21
日
、「
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管

理
局
の
重
点
取
組
事
項
」
を
公
表
し
ま
し

た
。

　

公
表
に
あ
た
っ
て
の
記
者
発
表
で
は
、

遠
藤
順
也
四
国
森
林
管
理
局
長
か
ら
、「
四

国
森
林
管
理
局
は
、
四
国
４
県
の
約
19
万

ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
お
り
、
こ
の
国

有
林
に
お
い
て
公
益
的
機
能
の
発
揮
や
豊

か
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
確
立

や
、
森
林
・
林
業
の
担
い
手
の
育
成
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。」
と

挨
拶
し
、
具
体
的
な
取
組
内
容
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
３
次
元

活
用
や
針
広
混
交
林
化
、
花
粉
症
対
策
、

牧
野
富
太
郎
博
士
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

当
局
の
取
組
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま

し
た
。

　
「
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管
理
局
の
重
点

取
組
事
項
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
我
が
国
の
森
林
・

林
業
の
再
生
に
向
け
、
そ
の
組
織
・
人
材
・

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、後
述
す
る
「
新

し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組
の
推
進
や
、

民
有
林
へ
の
技
術
普
及
等
に
よ
る
、
森
林
・

林
業
政
策
全
体
の
推
進
を
通
じ
た
地
域
経

済
の
活
性
化
へ
の
貢
献
、
適
切
な
森
林
整

備
に
よ
る
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
、

国
民
の
森
林
と
し
て
の
国
有
林
の
管
理
経

営
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
１
】

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組 

　

伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支

の
プ
ラ
ス
転
換
を
可
能
と
す
る
「
新
し
い

林
業
」
の
実
現
に
向
け
て
、
再
造
林
の
省

力
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
た
め
、①
伐

採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、

②
下
刈
り
回
数
の
削
減
や
大
苗
の
導
入
、③

林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
、

④
ド
ロ
ー
ン
等
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
に
よ
る
収
穫
調
査
等
の
効
率
化
⑤
林

業
の
安
全
性
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、

有
効
的
な
手
法
に
つ
い
て
民
有
林
へ
の
普

及
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
２
】

森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
の

育
成
に
つ
い
て

　

将
来
の
森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
の
育

成
の
た
め
、
四
国
森
林
管
理
局
の
職
員
に

加
え
、
林
業
事
業
体
の
育
成
や
、
森
林
経

営
管
理
制
度
へ
の
対
応
等
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
市
町
村
林
業
担
当
者
を
対
象

と
し
た
、
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、
技
術

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年
度
は
、

各
署
等
で
12
回
の
現
地
検
討
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
国
森
林
管

理
局
職
員
の
研
修
を
活
用
し
た
「
市
町
村

林
業
担
当
者
実
務
研
修
」
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
知
県
立
林
業
大
学
校
、

と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
や
南
予
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
に
対
し
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
研
修
の
場
と
し
て
提
供
し
、
国
有

林
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
、
作
業
実
習

へ
の
協
力
等
に
よ
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
香
川
県
立
農
業
大
学
校
の
林

業
人
材
の
育
成
コ
ー
ス(

令
和
６
年
度
に

開
講
予
定)

に
対
し
て
も
、
講
師
の
派
遣
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
等
の
協
力
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
取
組
事
項
３
】

森
林
土
木
工
事
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

  

森
林
土
木
工
事
に
お
い
て
は
、
発
注
者
・

受
注
者
双
方
の
負
担
軽
減
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
受
発
注
者
間
の
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
な
ど
の
活
用
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
取
組
事
項
４
】

多
様
な
森
林
づ
く
り
の
推
進

  

国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
な
ど
、
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
複
層
林
や
針
広
混
交
林
へ
の

誘
導
な
ど
多
様
で
健
全
な
森
林
へ
の
誘
導

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
取
組
事
項
５
】
情
報
発
信
の
強
化

　

日
本
三
奇
橋
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
、「
祖
谷
（
い
や
）
の
か
ず
ら
橋
」
は
、

多
数
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
問
す
る
こ
と

か
ら
、「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
の
維
持
・
保

存
に
不
可
欠
な
架
替
資
材
の
「
シ
ラ
ク
チ

カ
ズ
ラ
」
の
安
定
供
給
に
向
け
た
国
有
林

の
取
組
を
紹
介
す
る
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

〈
局
企
画
調
整
課
〉

遠藤局長挨拶・資料説明の様子

スギの大苗（コンテナ苗）  地上３Ｄレーザ

  

ま
た
、
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
博
士

の
国
有
林
に
お
け
る
足
跡
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
博
士
が
当
時
の

高
知
営
林
局
職
員
（
四
国
森
林
管
理
局
の

前
身
組
織
）
に
対
し
て
行
っ
た
植
物
採
取

の
現
地
指
導
等
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
と
り

ま
と
め
、
公
表
し
ま
し
た
。

「
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管
理
局
の

　　　　　　　　　　　　　　　
重
点
取
組
事
項
」を
公
表
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４
月
21
日
、「
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管

理
局
の
重
点
取
組
事
項
」
を
公
表
し
ま
し

た
。

　

公
表
に
あ
た
っ
て
の
記
者
発
表
で
は
、

遠
藤
順
也
四
国
森
林
管
理
局
長
か
ら
、「
四

国
森
林
管
理
局
は
、
四
国
４
県
の
約
19
万

ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
お
り
、
こ
の
国

有
林
に
お
い
て
公
益
的
機
能
の
発
揮
や
豊

か
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
確
立

や
、
森
林
・
林
業
の
担
い
手
の
育
成
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。」
と

挨
拶
し
、
具
体
的
な
取
組
内
容
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
３
次
元

活
用
や
針
広
混
交
林
化
、
花
粉
症
対
策
、

牧
野
富
太
郎
博
士
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

当
局
の
取
組
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま

し
た
。

　
「
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管
理
局
の
重
点

取
組
事
項
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
我
が
国
の
森
林
・

林
業
の
再
生
に
向
け
、
そ
の
組
織
・
人
材
・

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、後
述
す
る
「
新

し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組
の
推
進
や
、

民
有
林
へ
の
技
術
普
及
等
に
よ
る
、
森
林
・

林
業
政
策
全
体
の
推
進
を
通
じ
た
地
域
経

済
の
活
性
化
へ
の
貢
献
、
適
切
な
森
林
整

備
に
よ
る
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
、

国
民
の
森
林
と
し
て
の
国
有
林
の
管
理
経

営
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
１
】

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組 

　

伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支

の
プ
ラ
ス
転
換
を
可
能
と
す
る
「
新
し
い

林
業
」
の
実
現
に
向
け
て
、
再
造
林
の
省

力
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
た
め
、①
伐

採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、

②
下
刈
り
回
数
の
削
減
や
大
苗
の
導
入
、③

林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
、

④
ド
ロ
ー
ン
等
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
に
よ
る
収
穫
調
査
等
の
効
率
化
⑤
林

業
の
安
全
性
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、

有
効
的
な
手
法
に
つ
い
て
民
有
林
へ
の
普

及
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
２
】

森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
の

育
成
に
つ
い
て

　

将
来
の
森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
の
育

成
の
た
め
、
四
国
森
林
管
理
局
の
職
員
に

加
え
、
林
業
事
業
体
の
育
成
や
、
森
林
経

営
管
理
制
度
へ
の
対
応
等
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
市
町
村
林
業
担
当
者
を
対
象

と
し
た
、
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、
技
術

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年
度
は
、

各
署
等
で
12
回
の
現
地
検
討
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
国
森
林
管

理
局
職
員
の
研
修
を
活
用
し
た
「
市
町
村

林
業
担
当
者
実
務
研
修
」
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
知
県
立
林
業
大
学
校
、

と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
や
南
予
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
に
対
し
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
研
修
の
場
と
し
て
提
供
し
、
国
有

林
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
、
作
業
実
習

へ
の
協
力
等
に
よ
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
香
川
県
立
農
業
大
学
校
の
林

業
人
材
の
育
成
コ
ー
ス(

令
和
６
年
度
に

開
講
予
定)

に
対
し
て
も
、
講
師
の
派
遣
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
等
の
協
力
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
取
組
事
項
３
】

森
林
土
木
工
事
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

  

森
林
土
木
工
事
に
お
い
て
は
、
発
注
者
・

受
注
者
双
方
の
負
担
軽
減
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
受
発
注
者
間
の
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
な
ど
の
活
用
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
取
組
事
項
４
】

多
様
な
森
林
づ
く
り
の
推
進

  

国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
な
ど
、
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
複
層
林
や
針
広
混
交
林
へ
の

誘
導
な
ど
多
様
で
健
全
な
森
林
へ
の
誘
導

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
取
組
事
項
５
】
情
報
発
信
の
強
化

　

日
本
三
奇
橋
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
、「
祖
谷
（
い
や
）
の
か
ず
ら
橋
」
は
、

多
数
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
問
す
る
こ
と

か
ら
、「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
の
維
持
・
保

存
に
不
可
欠
な
架
替
資
材
の
「
シ
ラ
ク
チ

カ
ズ
ラ
」
の
安
定
供
給
に
向
け
た
国
有
林

の
取
組
を
紹
介
す
る
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

市町村林業担当者実務研修

ＩＣＴ施工の様子

針広混交林（四万十署：四万十町）面的複層林（嶺北署：南国市）

  現地検討会の様子

  

ま
た
、
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
博
士

の
国
有
林
に
お
け
る
足
跡
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
博
士
が
当
時
の

高
知
営
林
局
職
員
（
四
国
森
林
管
理
局
の

前
身
組
織
）
に
対
し
て
行
っ
た
植
物
採
取

の
現
地
指
導
等
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
と
り

ま
と
め
、
公
表
し
ま
し
た
。
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４
月
21
日
、「
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管

理
局
の
重
点
取
組
事
項
」
を
公
表
し
ま
し

た
。

　

公
表
に
あ
た
っ
て
の
記
者
発
表
で
は
、

遠
藤
順
也
四
国
森
林
管
理
局
長
か
ら
、「
四

国
森
林
管
理
局
は
、
四
国
４
県
の
約
19
万

ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
お
り
、
こ
の
国

有
林
に
お
い
て
公
益
的
機
能
の
発
揮
や
豊

か
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
図
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
確
立

や
、
森
林
・
林
業
の
担
い
手
の
育
成
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。」
と

挨
拶
し
、
具
体
的
な
取
組
内
容
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
３
次
元

活
用
や
針
広
混
交
林
化
、
花
粉
症
対
策
、

牧
野
富
太
郎
博
士
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

当
局
の
取
組
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま

し
た
。

　
「
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管
理
局
の
重
点

取
組
事
項
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、
我
が
国
の
森
林
・

林
業
の
再
生
に
向
け
、
そ
の
組
織
・
人
材
・

資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、後
述
す
る
「
新

し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組
の
推
進
や
、

民
有
林
へ
の
技
術
普
及
等
に
よ
る
、
森
林
・

林
業
政
策
全
体
の
推
進
を
通
じ
た
地
域
経

済
の
活
性
化
へ
の
貢
献
、
適
切
な
森
林
整

備
に
よ
る
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
、

国
民
の
森
林
と
し
て
の
国
有
林
の
管
理
経

営
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
１
】

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
取
組 

　

伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支

の
プ
ラ
ス
転
換
を
可
能
と
す
る
「
新
し
い

林
業
」
の
実
現
に
向
け
て
、
再
造
林
の
省

力
化
・
低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
た
め
、①
伐

採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
、

②
下
刈
り
回
数
の
削
減
や
大
苗
の
導
入
、③

林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
、

④
ド
ロ
ー
ン
等
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
に
よ
る
収
穫
調
査
等
の
効
率
化
⑤
林

業
の
安
全
性
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
、

有
効
的
な
手
法
に
つ
い
て
民
有
林
へ
の
普

及
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
取
組
事
項
２
】

森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
の

育
成
に
つ
い
て

　

将
来
の
森
林
・
林
業
を
担
う
人
材
の
育

成
の
た
め
、
四
国
森
林
管
理
局
の
職
員
に

加
え
、
林
業
事
業
体
の
育
成
や
、
森
林
経

営
管
理
制
度
へ
の
対
応
等
役
割
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
市
町
村
林
業
担
当
者
を
対
象

と
し
た
、
現
地
検
討
会
を
開
催
し
、
技
術

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年
度
は
、

各
署
等
で
12
回
の
現
地
検
討
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
国
森
林
管

理
局
職
員
の
研
修
を
活
用
し
た
「
市
町
村

林
業
担
当
者
実
務
研
修
」
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
知
県
立
林
業
大
学
校
、

と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
や
南
予
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
に
対
し
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
研
修
の
場
と
し
て
提
供
し
、
国
有

林
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
、
作
業
実
習

へ
の
協
力
等
に
よ
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
香
川
県
立
農
業
大
学
校
の
林

業
人
材
の
育
成
コ
ー
ス(

令
和
６
年
度
に

開
講
予
定)

に
対
し
て
も
、
講
師
の
派
遣
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
等
の
協
力
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
取
組
事
項
３
】

森
林
土
木
工
事
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

  

森
林
土
木
工
事
に
お
い
て
は
、
発
注
者
・

受
注
者
双
方
の
負
担
軽
減
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
受
発
注
者
間
の
情
報
共
有
シ

ス
テ
ム
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
な
ど
の
活
用
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
取
組
事
項
４
】

多
様
な
森
林
づ
く
り
の
推
進

  

国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
な
ど
、
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
複
層
林
や
針
広
混
交
林
へ
の

誘
導
な
ど
多
様
で
健
全
な
森
林
へ
の
誘
導

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
取
組
事
項
５
】
情
報
発
信
の
強
化

　

日
本
三
奇
橋
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
、「
祖
谷
（
い
や
）
の
か
ず
ら
橋
」
は
、

多
数
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
問
す
る
こ
と

か
ら
、「
祖
谷
の
か
ず
ら
橋
」
の
維
持
・
保

存
に
不
可
欠
な
架
替
資
材
の
「
シ
ラ
ク
チ

カ
ズ
ラ
」
の
安
定
供
給
に
向
け
た
国
有
林

の
取
組
を
紹
介
す
る
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
５
年
度
四
国
森
林
管
理
局
の
主
な
事
業
量

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

  

ま
た
、
植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
博
士

の
国
有
林
に
お
け
る
足
跡
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
博
士
が
当
時
の

高
知
営
林
局
職
員
（
四
国
森
林
管
理
局
の

前
身
組
織
）
に
対
し
て
行
っ
た
植
物
採
取

の
現
地
指
導
等
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
と
り

ま
と
め
、
公
表
し
ま
し
た
。

※「シラクチカズラ」
　の安定供給に向けた
　国有林の取組
　（徳島署）

※牧野富太郎が
　歩いた「国有林」

四国森林管理局
重点取組事項

主要事業量（県別）について参考
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４
月
１
日
付
で
四
国
森
林
管
理
局
森
林

整
備
部
長
を
拝
命
し
た
宮
沢
一
正
で
す
。

前
職
は
東
北
森
林
管
理
局
盛
岡
森
林
管
理

署
長
で
し
た
。
四
国
で
の
勤
務
は
初
め
て

で
、
見
る
こ
と
聞
く
こ
と
初
め
て
の
こ
と

ば
か
り
。
既
に
目
が
回
っ
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
す
。

　

近
年
は
、
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
時
代
も

遠
く
な
り
、
諸
々
余
裕
の
な
さ
か
ら
か
、

生
真
面
目
さ
か
ら
な
の
か
、
変
革
を
強
い

ら
れ
て
い
る
時
期
だ
か
ら
か
、
た
だ
で
す

ら
業
務
運
営
上
の
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、

あ
れ
や
こ
れ
や
と
新
た
な
仕
組
み
へ
の
対

応
、
依
頼
事
項
な
ど
も
多
く
な
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
で

し
ょ
う
が
そ
れ
で
も
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

日
々
頑
張
ら
れ
て
い
る
そ
ん
な
状
況
か
と

思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
な
の
で
、
な
お
さ
ら
以
下

の
点
に
日
々
気
を
付
け
な
が
ら
、
余
計
な

ト
ラ
ブ
ル
を
少
し
で
も
減
ら
し
つ
つ
、
一

緒
に
業
務
に
取
組
め
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

１　

安
全
・
健
康
へ
の
注
意

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

交
通
事
故
や
現
場
で
の
災
害
の
防
止
な
ど

安
全
の
確
保
や
健
康
に
気
を
配
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
本
人
の
意
思
、
心
が
け
に
よ

り
実
践
可
能
な
こ
と
と
思
い
ま
す
し
、日
々

の
実
践
に
よ
り
確
実
に
よ
り
良
い
結
果
に

繋
が
り
ま
す
の
で
、
お
互
い
に
油
断
の
な

い
よ
う
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

２　

綱
紀
の
保
持

　

こ
の
点
も
、
自
ら
の
油
断
に
よ
り
余
計

な
労
苦
が
増
え
た
り
、
組
織
的
に
も
大
変

な
損
失
、
余
計
な
仕
事
の
発
生
に
繋
が
る

も
の
で
す
。
役
所
勤
め
の
者
の
犯
罪
行
為

も
以
前
に
も
ま
し
て
目
に
付
く
今
日
こ
の

頃
、
ま
た
、
社
会
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す

中
で
、
我
々
の
業
務
上
に
お
い
て
も
不
当

な
利
益
を
得
よ
う
と
外
部
か
ら
い
ら
ぬ
誘

惑
を
受
け
る
機
会
が
出
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
お
互
い
に
気
を
引
き
締
め
て
一

層
の
綱
紀
の
保
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

３　

報
告
・
連
絡
・
相
談（
ほ
う
れ
ん
そ
う
）

の
実
践

　

言
い
古
さ
れ
た
言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、

目
ま
ぐ
る
し
く
物
事
が
動
き
、
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
よ
う
な
新
た
な
事
柄
、
事
態
も

多
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。
話
の
行
き
違
い

や
思
い
込
み
を
な
く
し
、
仕
事
上
の
無
駄

や
手
戻
り
を
排
除
し
、
よ
り
効
率
的
に
業

務
を
こ
な
せ
る
よ
う
、
報
連
相
（
ほ
う
れ

ん
そ
う
）
に
一
層
心
が
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
忙
し
い
中
だ
と
こ
の

点
手
薄
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
そ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
に
意
識
し
て
丁
寧

な
対
応
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

お
堅
い
コ
メ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
が
、

特
に
以
上
の
点
に
努
め
な
が
ら
、
更
に
、

民
国
合
わ
せ
現
場
の
状
況
も
良
く
見
聞
き

し
な
が
ら
、
よ
り
円
滑
、
効
率
的
な
業
務

運
営
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

普
段
か
ら
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
場
の
状
況
を
見
聞
き
し
に
で
き

る
だ
け
各
地
に
赴
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
そ
の
際
は
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
改
め
ま
し
て
公
私
に
わ
た

り
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

着任あいさつ 森林整備部長　宮沢 一正
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春
の
「
緑
の
募
金
」

街
頭
募
金
活
動

〜
先
人
の
想
い
を
次
世
代
へ
受
け
継
ぐ
〜

〈
局
技
術
普
及
課
〉

　

４
月
16
日
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽
気
の

も
と
、
公
益
社
団
法
人
高
知
県
森
と
緑
の

会
主
催
に
よ
る
春
の
「
緑
の
募
金
」
街
頭

募
金
活
動
が
、
高
知
市
帯
屋
町
商
店
街
一

帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
知
城
丸
ノ
内
緑
地
で
の
出
発
式
で
ご

来
賓
の
皆
様
を
代
表
し
、
遠
藤
順
也
四
国

森
林
管
理
局
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
ひ

ろ
め
市
場
前
と
中
央
公
園
付
近
の
募
金
会

場
に
分
か
れ
、
高
知
県
子
ど
も
会
連
合
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
募

金
活
動
を
行
い
、遠
藤
局
長
も「
緑
の
募
金
」

の
の
ぼ
り
を
手
に
と
り
、
協
力
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
落
ち
着

き
を
見
せ
る
中
、
街
頭
の
多
く
の
皆
様
か

ら
、
心
の
こ
も
っ
た
募
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
募
金
が
、

高
知
県
内
に
限
ら
ず
、
日
本
国
内
、
更
に

は
世
界
の
森
林
整
備
や
緑
化
推
進
の
一
助

に
な
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

「
社
会
貢
献
の
森
」に
お
け
る

協
定
を
締
結

  〈
安
芸
森
林
管
理
署
〉

　

３
月
28
日
、
電
源
開
発
株
式
会
社
（
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
）と
安
芸
森
林
管
理
署
は
、「
協

定
締
結
に
よ
る
国
民
参
加
の
森
づ
く
り
実

施
要
領
」
に
基
づ
き
、「
社
会
貢
献
の
森
」

に
お
け
る
森
林
整
備
等
活
動
に
関
す
る
協

定
を
安
芸
森
林
管
理
署
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
社
会
貢
献
の
森
」
は
企
業
の

社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
活
動
を
目
的
と

し
た
森
林
整
備
と
し
て
、
５
年
間
で
１
０

０
ha
の
保
育
間
伐
の
事
業
発
注
や
地
元
参

加
者
を
募
っ
て
間
伐
・
植
樹
体
験
を
行
う

な
ど
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
は
、
水
力
発
電
に
係
わ

る
奈
半
利
川
流
域
と
安
田
川
流
域
の
森
林

の
持
つ
水
土
保
全
機
能
及
び
Ｃ
Ｏ
２
の
吸

収
固
定
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、
発
電

所
の
上
流
に
あ
る
国
有
林
で
森
林
整
備
を

実
施
す
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
し
た
い
と

の
要
望
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
回

の
協
定
締
結
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
は
、Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
か
ら
吉

本
保
雅
・
高
松
事
務
所
長
外
２
名
が
出
席

し
、
当
署
の
石
原
署
長
と
調
印
し
ま
し
た
。

　

締
結
後
に
Ｊ-
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
か
ら
は
今
後

５
年
間
の
活
動
計
画
書
が
提
出
さ
れ
、
今

年
度
の
活
動
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
当
署
か
ら
も
積

極
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
よ
う
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

調印の様子調印を終えて

右
：
吉
本
高
松
事
務
所
長

左
：
石
原
署
長　

（
協
定
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
安
芸
森
林
管
理
署
の
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/shikoku/apply/pub
licsale/aki/230328_syakaikouken.htm

l
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し
ま
し
た
。

　

万
年
荘
周
辺
で
昼
食
を
と
っ
た
後
は
、

万
年
橋
（
標
高
３
４
０
㍍
）
か
ら
、
雪
輪

の
滝
（
標
高
５
３
０
㍍
）
を
目
指
し
て
往

復
約
３
㌔
、
高
低
差
１
９
０
㍍
の
登
山
を

行
い
ま
し
た
。

  

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
児
童

達
は
滑
床
の
自
然
に
触
れ
、
渓
谷
の
多
彩

な
変
化
に
と
て
も
感
動
し
た
様
子
で
、

「
メ
ッ
チ
ャ
楽
し
い
」、「
４
年
生
で
総
合
の

学
習
が
こ
れ
か
ら
１
年
間
で
き
る
の
で

と
っ
て
も
楽
し
み
や
」
と
連
発
し
て
い
ま

し
た
。

  

そ
し
て
、
往
路
の
見
所
の
１
つ
、
出
合

滑
で
は
、
花
崗
岩
の
巨
大
な
一
枚
岩
の
滑

に
手
で
触
れ
て
、
滑
ら
か
な
岩
肌
を
体
感

し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
遊
歩
道
沿
い
の
樹
木
を
学
習
し
、

鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
、
１
時
間
10

分
程
歩
く
と
雪
輪
の
滝
に
到
着
し
ま
し
た
。

  

雪
輪
の
滝
は
、
大
き
な
一
枚
岩
の
上
を

ま
る
で
雪
の
輪
の
よ
う
な
波
紋
を
残
し
な

が
ら
落
下
す
る
様
が
こ
の
滝
の
由
来
に
も

な
っ
て
い
て
、「
日
本
の
滝
百
選
」
に
も
選

ば
れ
て
お
り
、
児
童
達
は
、
雄
大
な
滑
床

の
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
復
路
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
（
五
感
を
使
っ

て
自
然
の
た
か
ら
も
の
を
探
す
ゲ
ー
ム
）

を
行
い
、
鹿
の
角
や
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
色
の
枯
れ
枝
な
ど
の
珍
し
い
物
を
発
見

し
、「
ヤ
ッ
タ
ー
、
宝
物
に
す
る
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
春
の
柔
ら
か
な
日

差
し
の
中
、
木
漏
れ
日
キ
ャ
ッ
チ
、
自
然

観
察
を
し
な
が
ら
、
国
有
林
林
道
を
１
時

間
程
で
無
事
下
山
し
ま
し
た
。

雪輪の滝を望む 滑床山開き神事で拝礼する今村所長

木漏れ日キャッチと樹木学習の様子 フィールドビンゴをしながら下山中の様子

「
滑
床
渓
谷
」
山
開
き
神
事

に
併
せ
て

森
林
環
境
教
育
を
実
施

〈
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉          

　

４
月
27
日
、
鮮
や
か
な
新
緑
の
中
、
宇

和
島
市
と
松
野
町
に
ま
た
が
る
愛
媛
森
林

管
理
署
管
内
滑
床
山
国
有
林
内
の
国
立
公

園
「
滑
床
渓
谷
」
で
、
松
野
町
な
ど
が
主

催
す
る
山
開
き
神
事
が
あ
り
、
両
市
町
の

関
係
者
や
地
元
住
民
ら
約
60
人
が
大
型
連

休
を
前
に
入
山
者
の
安
全
と
観
光
振
興
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

町
内
２
小
学
校
の
４
年
生
児
童
で
構
成

さ
れ
る
森
の
国
緑
の
少
年
団
の
16
名
も
参

加
し
、
滑
床
発
展
の
願
い
を
込
め
て
ア
マ

ゴ
稚
魚
を
目
黒
川
へ
放
流
し
ま
し
た
。

　

神
事
後
に
は
松
野
町
か
ら
依
頼
を
受
け

て
、
恒
例
の
森
林
環
境
教
育
を
「
森
の
国

緑
の
少
年
団
」
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
は
松
野
西
小
学
校
と
松
野
東

小
学
校
の
要
請
で
、
雪
輪
の
滝
ま
で
の
登

山
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
万
年
荘
内
で
、
雪
輪
の
滝

ま
で
の
登
山
ル
ー
ト
と
下
山
ル
ー
ト
の
説

明
や
自
然
休
養
林
で
も
あ
る
滑
床
渓
谷
の

見
所
や
水
を
は
ぐ
く
む
森
林
の
大
切
さ
、

登
山
を
す
る
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
説
明

な
め
と
こ
け
い
こ
く

で
あ
い

な
め

な
め
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❶ 出身地
❷ 趣味・特技
❸ 社会人になっての抱負

❶ 高知県安芸市
❷ 読書、散歩
❸ 社会人１年目で、林業に関する知識も全
くなく、勉強することからのスタートで
すが、自分にできる精一杯で頑張りた
いと思います。よろしくお願いします。

新規採用者
の紹介

森林整備課

猪野 このみ
❶ 大阪府枚方市
❷ 釣り、キャンプ、ゲーム、動画視聴
❸ 元々大学では、生物、化学の分野を学んでお
り、林学についてはあまり知識がない状態なの
でまずは林学のこと、現場のことも覚えつつ、
少しでも早くお役に立てるようにいつかは自身
の得意な分野や学んできたことを活用し、仕事
へと還元していけるように頑張ってまいります。

徳島署

薗畠　敏弘

❶ 香川県高松市
❷ 音楽ライブ、夏フェス参加、サッカー
❸ 色々な場所で仕事を行い、様々な分野
に関して知識を蓄えたいです。そして物
事を多面的に考えて行動できるような
人になりたいと考えています。

愛媛署

河野　橘平
❶ 愛媛県伊予市
❷ サウナ、ドライブ、スポーツ
❸ 林業の知識はないので、しっかりと勉強
したいです。

愛媛署

日野  壮一郎
❶ 高知県四万十町
❷ 筋トレ、カラオケ、ドライブ
❸ 入ったばかりで分からないことが多い
ので、少しずつ覚えていき、１人前にな
ります。お金を大切に使っていきたいで
す。

四万十署

多賀　翔映

❶ 徳島県鳴門市
❷ 旅行、音楽鑑賞、食べること、お菓子作
り、おいしいお店を探すこと

❸ 社会人であることの自覚をもち、責任の
ある行動で、１つ１つの仕事を一生懸命
がんばります。

嶺北署

池森  加奈恵
❶ 広島県福山市
❷ 音楽鑑賞、野球観戦
❸ 大学では森林、林業に関して学んでき
ましたが、治山に関しては初心者である
ため、必死に勉強して業務をこなせるよ
うになりたいです。日々精進いたします
ので、よろしくお願いいたします。

四万十署

山内　爽平
❶ 高知県高知市
❷ 散歩
❸ 治山についての知識があまりないです
が、少しでも早くに仕事に慣れて頑張り
たいと思います。

高知中部署

小原　英明

❶ 京都府相楽郡精華町
❷ ランニング、スマブラ
❸ 私は、小さい頃から自然に囲まれた環境
で生活し、自然に触れあうことが好き
だったので、林野庁でのこれからの仕事を
とても楽しみにしています。ただ分からな
いことばかりなので、早く仕事に慣れるよ
うに日々精進していきたいと思います。

安芸署

村上　烈士
❶ 岡山県赤磐市
❷ 釣り、逆立ち
❸ 大学では、サンゴの研究をしていたた
め、林業に関する知識が全くなく右も左
もわかりませんが精一杯頑張ります。

安芸署

小林　風賀
❶ 徳島県美馬郡つるぎ町
❷ 読書、スポーツ観戦、ドライブ
❸ 国有林に従事する職員として１日でも早
く貢献できる人材になりたいと思ってい
ます。ご指導のほどよろしくお願いしま
す。

総務課

前田 　悠介

❶ 愛媛県大洲市
❷ キャンプ、釣り、サイクリング、薪ストーブ（薪活）
❸ 選考採用で入庁しました。これまでは出身地の愛
媛県大洲市の森林組合で森林施業プランナーと
して活動していました。これまでの経験を活かし
ながら、また、新しいことを吸収し、林業人としても
人間としても成長していきたいと思っています。ご
指導、ご鞭撻のほど宜しくお願いいたします。

保全課

井上　琢也
❶ 高知県高岡郡越知町
❷ 旅行、読書、動画編集
❸ 社会人経験は長いですが、右も左も分か
らず社会人１年目の気持ちで日々過ごして
います。少しでも早く仕事を覚えて経理課
の一員として認めて頂けるように精進いた
します。ご迷惑をおかけすることもあると
思いますが、よろしくお願いいたします。

経理課

中越　薫
❶ 高知県高知市
❷ 散歩、映画鑑賞
❸ 社会人としての経験は長いですが、現職とは全く異なる業種か
らの転職ですので、新卒者の皆さんと同様に新たなスタートを
迎え、社会人一年目を思い出しています。どんな職種に就こう
が、どんな立場であろうが、積極的に学ぶ姿勢を持ち続けること
は大切だと実感していますし、これまでもそうしてきたつもりで
す。今後もその姿勢は崩さず、業務にあたるようにしたいです。

治山課

服部　佐和


